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『伏見区総合庁舎整備』ワークショップ通信 

第１号 平成１９年１１月２５日 発行

第 1 回 伏見区総合庁舎整備ワークショップを実施しました！ 

11 月 11 日（日）に、伏見保健所講堂で第 1 回ワークショップを実施しました。当日は市民・

スタッフ合わせて７0 名が集まり、奈良磐雄京都造形芸術大学教授をファシリテーター（進行役）

として、活発な議論をかわしました。 

ワークショップスケジュール（全４回開催） 

 
第１回 「新総合庁舎案をのぞいてみよう」

   平成 19 年 11 月 11 日（日） 

開催時間： 14：00～ 

場 所  ： 伏見保健所講堂 

第１回ワークショップのプログラム 

第１回ワークショップの概要 

 済 

第２回  「新総合庁舎を語ろう」 

 

   平成 19 年 11 月 25 日（日） 

開催時間： 14：00～ 

場 所  ： 伏見保健所講堂 

第３回  「新総合庁舎を楽しもう」 
 

   平成 19 年 12 月 15 日（土） 

開催時間： 14：00～ 

場 所  ： 伏見保健所講堂 

第４回  「設計図面で確認しよう」 
 

   平成 20 年 3 月 23 日（日） 

開催時間： 14：00～ 

場 所  ： 伏見保健所講堂 

14：00 開会の挨拶・紹介 

14：10 新総合庁舎整備の経緯説明 

14：25 ワークショップの説明  

14：30 新総合庁舎整備提案の概要説明 

14：50 参加者による模型、ＣＧの閲覧 

15：00 ワークショップ「整備案についてのディ

スカッション」 

15：30 グループ発表 

15：45 ファシリテーターによる講評 

16：00 閉会 

●水田伏見区長から、手話を交え「２０年近い歳月

をかけた総合庁舎整備が今日あらためてスター

トします。」という開会の挨拶のあと、ファシリ

テーターの奈良磐雄先生の紹介が行われました。

●京都市（区政推進課）から新総合庁舎整備事業の

経緯を説明し、続いて㈱京伏水からは、ＣＧなど

によって整備案が紹介されました。 

●ワークショップはＡ～Ｅの５班に分かれ、各班ご

とに簡単に自己紹介をし、整備案の「いいとろこ

ろ」「気になるところ」について活発なディスカ

ッションを行いました。各班の代表者がそれぞれ

班の意見を発表し、むすびは奈良先生が講評と、

この日のまとめを行いました。 
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ワークショップの主要な内容 

 

 
新総合庁舎整備の経緯は・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新総合庁舎整備提案の概要は・・・ 

私たちの意見は 

、どのように見えるかを映
で示しています。 

 

● 保健所を統合し、伏見青少年

● 
こでまとめられた提案書の内容を十分に盛り込んで

● 
ンはワークショップ参加者や区役所職員の意見を基本

● 

便性の高い快適な庁舎にしていきたく，今回のワークショップを開催しました。 

 新総合庁舎整備の提案を事業者から、外構･外
観及び階構成をスライドで説明し、諸室の内部構
成をＣＧ（コンピュータグラフィック）による映
像的手法で紹介しました。ＣＧは市民の視点か
ら、全館を歩いたとき
像

新伏見区総合庁舎は、現在の区役所と福祉事務所、
活動センターを併設した庁舎として整備します。 
新庁舎整備の基本計画策定に当たっては、市民参加の取組として平成１６年度に
ワークショップを開催し、そ
基本計画を策定しました。 
入札に当たっては、この基本計画に基づく性能を満たすよう事業者に求めており，
落札した事業者の設計プラ
的には反映しています。 
ただ、実際に利用する立場から見るとまだまだ改善すべき点があり、特に区民の
皆様が利用されるスペースにつきましては、区民の皆様の声を反映して、より利

 

ＣＧに映し出された風景 ＣＧで施設構成などの紹介

ワークショップでは 整備案に対しての意見を整理しました 

 
・光庭で狭くならないか 外構・外観 

施設全体 

・周辺の植栽には桃の木や果

物のなる木にしてほしい 

・柳は枝が垂れて視界が悪い 

・窓のひさしは屋根と同じ素材や色を採

用 では した方が、酒蔵らしくなるの

・建物と街路の関係が検

討できる資料がほしい 

・ いのエスカレーターの設置はな か

・階段のつくり方。シースルー

 で覗かれる恐れ、心配がある

・電光掲示板について、緊急

災害時に必要(全館に） 

・災害時の役割や災害備蓄は
・外観の窓が小さく感じ、

採光面に問題はないか？ 

・耐震構造はどうなっているか

外構･ 外
観 ・ 施 設
全体 

市民交流

○周辺の植栽や酒蔵イメージなど、施設の景観 

○耐震構造、災害備蓄などの安心・安全 

○階段や光庭の考え方などの施設計画 

スペース 
○多目的ホールや会議室
○区民ロビーなどの情報

など多様な利用が可能な施設計画 
発信機能 

○喫茶、食堂について 

バリア ○多くの人にわかり易いサイン 
フリー 

○案内、誘導など弱視者や難聴者への配慮 

その他 

多くの具 まとめてみ

○駐車場の配置及び利用形態 
 

○青少年活動センターの設備・使い勝手 

体的な意見を分野別に ました 
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バリアフリー 

・各入口に入ったところに、各階の

点字案内図、音声案内機もつける 

・全館に磁気誘導ループを設

に埋め込置してほしい（壁 み） 

・点字の誘導ブロックは

必ず黄色にする 

・廊下、床面に災害時に

避難色分けで指示する

（病院の床のように） 

・誘導ブロックは視覚障害

い 者協会に相談してほし

・部署などの変更に対応できるサイ

サイン ンや一目見てわかる案内

多目的ホールなど 

・駐車場は視覚障害者

に危ないので建物に

近づけてほしい（道路

から離してほしい） 

・駐車場は車椅子

用が３台では少

ない。また雨天時

の対応は？ 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

喫茶・食堂 

区

 

 

 

民ロビー  

会議スペース 

・利用内容の運営と広報 

・利用方法は意見交換

できるＷＳが必要 

・障害者の講座を開催 ・舞台はあるのか

・展示スペースの確保 

・完成後も利用・活用について

考える協議の場の設立を 

・会議室を休日も利用できるな

どの利用方法や予約方法等の提

案がほしい 

・夜

場

間 4 階の会議室を使う

合の区画はあるのか。 

・可動式の間仕切りを設けるなど会議

してほしい 様々な利用が可能に

・障害者のつくった野菜や品物を置

た販売くスペースを、ま 員の派遣 

・テーブルが必要 

・喫茶・食堂とロビーの区

切りがないと丸見えである 

 
・会議スペースで音楽発表は

可能？音響設備の有無 

・障害者が優先使用できる（１

室いただけるとありがたい） 

・オープン会議スペースや

大会議室は区切れるものに

は

・喫茶・食堂を障害者(３

障害）が働ける場所に 

市民交流スペース

・明るいロビーに 

・イベント情報等の発信をしてほしい 

休日や夜間の利用が

きっちりできるのか ・現庁舎跡地施設との連絡口にすれば 

・展示が出来るだけでなく、区民ロビ

ーは観光情報発信機能を持つように 

・共同作業所の方々の手作りパンやお

弁当販売コーナーなどに利用できれば 

・会議室、保健所、多目的ホールな

どにＯＨＰ，ＯＨＣの設置（プロジ

ェクター）、高齢者にも良い ・食堂と喫茶は必要ないのでは。

人の回転を上げる必要がある。

・厨房と喫茶はそれぞれ

別の設備ではないか。 

・調理講習会のために使

いたいスペース 

・総合案内の場所は現

状のままでよいか 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

駐輪･駐車場 
その他 

青少年活動センター 

・太陽光発電の活用

の発信が必要 

・現区役所の跡地

はどうなるのか 

・地下施設がないのはなぜか 

・ 駐車場等へ地下から

のアクセスの確保 

・隣の図書館の駐車場が

有料・無料どうなるのか 

・駐車場、交流スペースでフ

リーマーケットを開催する 

 

・建物の周りの

駐車場だと、排

気 ガ ス で 壁 が

汚れる 

・鏡のある部屋が

ほしい いくつも

・現施設と新施設とで、面

積やサービス面で比較で

きる資料がほしい 

・区民参加型の屋上緑化が

可能であれば、伏見区役所

産野菜を作りたい 

・休日・夜間の駐車場は

利用可能  か

・駐車場の無料化をすると、周辺

くない の無断駐車になり、良

・駐輪場の大きさは

大丈夫か 

・体育ホールへは３階から

もアクセスできるのか。 

・各部屋で防音対策をして欲しい。 

・体育ホールの

暖房設備は 冷

・障害者の青少年活動センターの活用

（自立訓 費用は無練 料）を求める 
・駐車場と歩行者との距離

をしっかりとってほしい 

その他 

・駐車場の利用規定は？夜

間はコインパーキングと

して活用するのか。 

・坪庭をのんびり見るスペ

ー  スの確保。いすなど
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●良いところだけではありません、反省すべき点のご指摘がありました 

・第 1 回～第 4 回のワークショップのプロセスの説明（各回何をするのか）が必要。 

・室内の説明では、トイレ等ユニバーサルデザインの工夫についての説明が欲しかった。 

・市民目線に立った言葉で説明するなど、建築の専門用語の使い方に配慮が必要である。 

  ・前段の説明が早足すぎないか。ＣＧによる室内構成の説明では、各課の概要についても話してほしかった。 

  ・お年寄りの意見が少なかった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

発行：京都市 区政推進課、伏見区役所総務課、(株)京伏水 

図.　年齢
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60歳代以上
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第 2 回ワークショップ 

「新総合庁舎を語ろう」 
 

日 時：平成 19 年 11 月 25 日（日）14:00～16：00 
場 所：伏見保健所講堂 
ファシリテーター：奈良磐雄京都造形芸術大学教授 

 
実施概要 

 
●第 2 回ワークショップは、整備案の説明への意見や要望に対 

する、事業者からの対応策を示すとともに、それらについて 
の質疑を行います。 

●ワークショップは「新総合庁舎を語ろう」をテーマに参加者 
 の皆さんが「市民交流スペース」「バリアフリー」について、 

“使い方やあり方”を語っていただきます。 

 

前回ご参加いただけなかった皆さんも参加いただけます。 

皆さんのご参加をお待ちしております。 

プログラム 

14:00 開会 

14:03 第１回ワークショップの振返り

14:10 意見・要望への回答 

14:50 ワークショップ 

「新総合庁舎を語ろう」 

15:40 発表 

15:55 講評 

16:00 閉会 

第 1 回ワークショップのご意見・ご感想 

●ワークショップで、参加者にアンケートを実施しました。参加者

30 名のうち 28 名の方が回答してくださいました。 

●参加者は男性が 76.0%、女性が 24.0%と男性が多く、年齢は 60 歳

代以上（44.0%）、40 歳代(28.0%)、20 歳代(12.0%)の順になって

います。 

●ワークショップに参加した感想は、４人に３人が「良かった」

(76.0%)と評価しています。 

その主な理由については 

 ・住民の皆さんと様々に話し合うことができ、また私達の意見を

設計に活かしていただけるところ 

 ・それぞれの意見が多数でていたので 

・総合庁舎整備の経過、ＣＧで庁舎を説明していただいて、どん

な建物を考えているのかよくわかり、議論しやすかった。 

・ＣＧでのビジュアル説明、わかりやすかったです。 

 といったご意見をいただいています。 

参加者の貴重なご意見を次に活かしていきます 

図.　性別
女性
24%

男性
76%

図.
ワークショップ感想

良かった
76%

普通
24%


